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奨
学
制
度
、
ア
ル
バ
イ
ト

　

苦
学
生
が
勉
学
を
続
け
る
た
め
に
特
待
生
や
貸
費
生
な
ど
の
奨

学
制
度
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　

特
待
生
制
度
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
二
（
明
治

二
十
五
）年
八
月
の『
法
学
新
報
』第
一
七
号
に
、本
学
の
前
身「
東

京
法
学
院
」
の
近
況
と
し
て
「
或
は
平
生
の
勤
惰
を
調
査
し
更
に

品
行
善
良
な
る
も
の
を
挙
け
特
待
生
と
為
す
か
如
き
学
術
奨
励
の

道
一
と
し
て
完
備
せ
さ
る
は
な
し
真
に
私
立
法
律
学
校
中
の
翹ぎ
ょ
う楚そ

た
る
に
恥
ち
す
と
云
ふ
へ
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
翌
月
の
同
誌
第
二
〇
号
の
東
京
法
学
院
広
告
で
は
、「
本

学
年
よ
り
実
行
す
る
学
制
改
良
の
要
概
」
を
示
し
、
そ
の
一
つ
に

特
待
生
の
制
度
を
挙
げ
て
、
学
術
優
等
品
行
方
正
な
る
学
生
を
選

ん
で
特
待
学
生
と
す
る
、
特
待
学
生
は
毎
学
年
末
に
学
年
試
験
の

成
績
に
よ
り
講
師
会
議
で
決
定
す
る
、
特
待
学
生
は
授
業
料
を
徴

収
し
な
い
、
と
説
明
し
て
い
る
。

　

翌
九
三
年
七
月
の
卒
業
式
で
初
め
て
特
待
生
の
表
彰
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
時
の
卒
業
生
は
英
語
法
学
科
二
四
人
、
邦
語
法
学
科

九
九
人
で
あ
っ
た
が
、
優
等
生
と
し
て
卒
業
生
か
ら
中
島
徳
次
他

三
人
、
英
語
法
学
科
第
二
年
級
か
ら
宇
野
庄
吉
、
同
第
一
年
級
か

ら
山
本
保
他
一
人
、
邦
語
法
学
科
第
二
年
級
か
ら
新
井
要
太
郎
、

同
第
一
年
級
か
ら
沢
辺
浩
他
七
人
が
褒
賞
を
授
与
さ
れ
、
そ
の
う

ち
第
一
・
第
二
年
級
の
計
一
二
人
が
特
待
生
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
後
、
卒
業
式
ご
と
に
優
等
生
が
表
彰
さ
れ
、
そ
の
中
に
数
名

の
特
待
生
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

貸
費
生
制
度
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
、九
三
年
八
月
発
行
の『
法

学
新
報
』
掲
載
の
東
京
法
学
院
学
則
改
正
に
つ
い
て
の
記
事
中
に

「
前
学
年
に
於
て
学
生
を
奨
励
せ
ん
と
す
る
の
微
意
よ
り
特
待
生

な
る
も
の
を
設
け
た
り
今
進
み
て
貧
困
に
し
て
講
学
の
志
望
を
達

し
能
は
さ
る
も
の
の
為
め
に
学
資
を
貸
附
す
る
の
制
を
加
ふ
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　

翌
九
四
年
八
月
改
正
の
「
東
京
法
学
院
学
則
」
に
よ
れ
ば
、
授

業
料
が
年
間
一
一
円
で
、
特
待
生
は
授
業
料
を
免
除
さ
れ
、
貸
費

生
は
当
該
学
年
内
年
額
七
二
円
以
内
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
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奨
学
制
度
の
は
じ
ま
り

て
い
た
。
な
お
、
貸
費
を
受
け
た
者
は
す
べ
て
卒
業
後
三
ヵ
月
目

か
ら
貸
費
を
受
け
た
と
同
じ
期
限
内
に
貸
費
金
額
を
月
賦
返
納
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　

ま
た
九
九
年
八
月
改
正
の
学
則
で
は
、
特
待
生
、
貸
費
生
の
項

目
に
留
学
生
が
追
加
さ
れ
、
一
九
〇
八
年
に
は
、
給
費
生
制
度
が

誕
生
し
て
い
る
。
七
月
六
日
に
行
わ
れ
た
第
二
三
回
卒
業
式
で
は

一
五
人
の
優
等
生
が
表
彰
さ
れ
、
そ
の
う
ち
法
律
科
専
門
科
第
二

年
級
諸
留
勇
助
ほ
か
二
人
が
給
費
生
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
一
年
の
中
央
大
学
学
則
で
は
、
給
費
生
は
特
待
生
同
様
、

学
術
優
等
品
行
方
正
な
る
学
生
か
ら
選
ば
れ
、
当
該
学
年
間
年
額

一
二
〇
円
以

内
の
学
資
を

給
与
さ
れ
る

と
定
め
ら
れ

た
。
同
学
則

で
は
、
貸
費

生
の
選
出
基

準
か
ら
「
学

術
優
等
品
行

方
正
」
の
条

件
が
消
え
、
単
に
「
学
資
支
弁
ノ
途
ナ
キ
者
」
か
ら
銓せ
ん

衡こ
う

し
、
当

該
学
年
間
年
額
一
二
〇
円
以
内
を
貸
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

右
の
よ
う
に
し
て
整
備
さ
れ
て
き
た
奨
学
制
度
で
は
あ
る
が
、

す
べ
て
順
調
に
運
営
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

優
等
生
・
特
待
生
に
選
ば
れ
、
の
ち
に
本
学
教
員
と
な
っ
た
天
野

徳
也
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
彼
の
学
生
時
代
は
日
露
戦
争
後
の
不
況

に
よ
る
進
学
者
の
減
少
の
た
め
本
学
の
経
営
が
苦
し
く
な
っ
た
時

で
、
月
一
〇
円
位
は
貸
費
さ
れ
る
と
予
想
し
て
申
込
ん
だ
の
に
三

円
し
か
貸
与
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
佐
藤
正
之
幹
事
に
増
額
を

申
込
ん
だ
が
「
君
は
月
謝
が
要
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
で
マ

ア
我
慢
し
た
ま
へ
」
と
断
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
当
初
は
奨
学
制
度
は
他
の
私
学
に
は
例
が
少
な
く
、

『
東
京
遊
学
案
内
』
な
ど
に
紹
介
さ
れ
、
本
学
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
本
学
出
身
者
と
し
て
最
初
の

学
長
と
な
っ
た
林
頼
三
郎
も
一
八
九
四
年
に
は
特
待
生
、
翌
年
も

優
等
生
に
選
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
後
奨
学
金
の
種
類
も
徐
々
に
増

加
し
、
制
度
も
充
実
し
て
い
く
が
、
こ
の
こ
と
が
本
学
が
多
く
の

人
材
を
輩
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

特待生制度の創設を伝える東京法学院広告


